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12.払戻金の税金について
　払戻金は税法上、課税対象となるケースがあり、確定申告が必
要となる場合がございます。詳しくはお近くの税務署へお問合せ
ください。
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　一般財団法人オートレース振興協会（以下「振興協会」といいます。）が
小型自動車競走施行者（以下「施行者」といいます。）から各施行者が定め
た小型自動車競走実施条例に基づいて委託を受けて実施する小型自動車競
走（オートレース）電話投票について、振興協会とこの電話投票を利用す
る人（法人を除きます。以下「加入者」といいます。）との間の約定は、関
係法令、電話投票に関する規則その他の条例と規則のほか、次の各条に掲
げる条項によります。

（投票用口座及び振替用口座）
第 1条　加入者は、振興協会が指定する日までに、電話投票に関し振興協

会が別に指定する金融機関（以下「指定銀行」といいます。）に電話投
票による勝車投票券（以下「車券」といいます。）購入代金などの振替
を行うための口座として投票用普通預金口座（以下「投票用口座」と
いいます。）と投票用口座の預金を引き出すための振替用普通預金口座
（以下「振替用口座」といいます。）を加入者本人名義で設けなければ
なりません。

（振替依頼）
第 2条　加入者は、振興協会の指定する日までに、指定銀行に対し車券購

入代金の預金口座振替を依頼するため、別に定める預金口座振替依頼
書を提出する手続きをとらなければなりません。

（電話投票の開始）
第3条　第1条及び第2条に規定する手続きが完了したときは、振興協会は、

電話投票の利用開始期日、電話投票を利用するために必要な電話番号
及び加入者番号を加入者に通知します。

（車券）
第 4条　電話投票により発売する車券は、連勝単式、連勝複式、単勝式及

び複勝式の各勝車投票法のうち振興協会が別に指定する勝車投票法の
車券であって、券面金額が 100 円の整数倍に相当する額であるものと
します。

（購入限度額）
第 5条　加入者 1人当たりの 1回の車券購入限度額は、当該競走が実施さ

れる直前の指定銀行営業日（以下この条において「直前の営業日」と
いいます。）の営業終了時における投票用口座の預金残高（決済未確認
の証券類を除きます。以下「預金残高」といいます。）から、直前の営
業日の営業終了後に購入した車券の購入金額を減じた額に、当該車券
に係る払戻金及び返還金の合計額を加えた額とします。ただし、1日
に 999 万円を超えて車券を購入することはできません。

（車券の購入方法）
第 6条　加入者が車券を購入する場合は、あらかじめ振興協会が指定した

電話を通じて加入者番号及び暗証番号を通知した後、小型自動車競走
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場番号、競走番号、勝車投票法の種類、連勝式の組番号及び購入枚数
（100 円単位で換算した枚数）を申込んでください。

2　振興協会は、加入者番号及び暗証番号を確認のうえ、購入できる車券
の枚数を通知し、加入者の申込み内容を記録するとともに復唱して加
入者の確認を得た後、受付番号を通知し、受付番号について加入者は
これを確認し、この確認が終わったときに車券の購入が完了するもの
とします。ただし、荒天その他の理由により車券を購入した競走が取
り止めとなったときは、順延の有無にかかわらず当該競走に係る車券
の購入は取り消し、購入代金は加入者に返還します。

（投票の無効）
第 7条　前条により車券を発売した後、当該車券の全部又は一部を天災地

変その他やむを得ない事由により、入場者に対して発売した車券の発
売金額と合計する事が出来なかったときは、小型自動車競走実施規則
第 99 条第 5項の規定に基づき当該競走の投票は無効とし、購入代金は
加入者に返還します。

（代理人による購入等の禁止）
第 8条　加入者は、車券を購入しようとする場合は自ら申込むものとし、

他人に申込ませることは出来ません。
2　車券は他人からの委託等により購入することは出来ません。

（車券の代理受領）
第 9条　加入者が購入した車券は、振興協会が加入者に代わって受領し、

保管します。
2　前項の車券は、加入者がその閲覧を請求した場合、当該車券を発売し
た日から 60 日以内に限り振興協会が指定した場所で閲覧に供します。

（受付の拒否）
第 10 条　振興協会は、加入者の車券購入の申込みについて疑義があるとき、

その他振興協会が必要と認めたときは、電話投票を受付けないことが
あります。

（車券の購入代金の支払並びに払戻金及び返還金の交付）
第 11 条　車券の購入代金は、預金口座振替依頼書により加入者の依頼を受

けた指定銀行が投票用口座から引き落とすことによって振興協会に支
払われます。

2　払戻金又は返還金は振興協会が加入者に通知することなく投票用口座
に振込むものとします。

3　第1項の口座振替及び第2項の口座振込は、当該日に行うものとします。
ただし、当該日が指定銀行休業日である場合、その他やむを得ない事
由により当該日に振替又は振込が出来ない場合は、当該日の翌銀行営
業日に行うものとします。

（異議申立）
第 12 条　電話投票に伴う購入代金、払戻金又は返還金に関する異議申立は、

当該電話投票を行った日から 60 日以内に限り振興協会に行うことがで
きます。
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（投票の記録）
第 13 条　振興協会は、電話投票の内容を記録し、その記録は 60 日間保存

します。ただし、前条の規定による異議申立に係る記録は、必要な期
間保存します。

（秘密保持）
第 14 条　加入者は、電話投票申込用電話番号、加入者番号及び暗証番号を

絶対に他人に漏らしてはなりません。
2　加入者は、加入者番号、暗証番号等を記載した書類を紛失した場合は、
その旨をただちに振興協会に連絡すると共に書面によって届け出なけ
ればなりません。

（免　　責）
第 15 条　第 6条に定める方法による車券の購入申込みがあり、振興協会が

これを受付、それぞれ車券を発売したときは、その申込みが加入者以
外の第三者によって行われた場合においても、振興協会は一切それに
よる損害の責は負いません。

2　天災地変、通信障害、その他やむを得ない事由により電話投票を受付
られない場合があっても、振興協会及び電話会社は一切その責を負い
ません。

（預金残高の照会）
第 16 条　振興協会は、指定銀行に対し、投票用口座の預金残高を照会する

ことが出来るものとします。

（投票用口座の引出しの制限）
第 17 条　加入者が投票用口座の預金を引出すときは、電話投票システムの

専用アンサーに投票用口座から振替用口座への振替依頼をし、振替用
口座から引出すものとします。

2　加入者は、投票用口座をこの電話投票の決済以外の自動振替の口座と
して指定することは出来ません。

（電話番号等の変更）
第 18 条　第 3条に規定する通知事項に変更があったときは、加入者に通知

します。

（車券の発売要項）
第 19 条　次の各号に掲げる事項については、振興協会が別に定めるものと

し、書面で加入者に通知するか、又は新聞等に発表します。これに変
更があった場合も同様とします。
（1）電話投票の対象となる小型自動車競走場名
（2）電話投票の対象となる小型自動車競走及び勝車投票法
（3）電話投票を受付ける日
（4）電話投票の受付開始及び締切時刻
（5）その他必要な事項

（住所・氏名等の変更の届出）
第 20 条　加入者は、住所、氏名、勤務先、又は電話番号等を変更したときは、

その旨をただちに書面によって振興協会に届出なければなりません。
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（個人情報の取り扱い）
第 20 条の 2　加入者は、振興協会が加入者の個人情報を次のとおり取り扱

うことについて同意いたします。
（1）住所、氏名、電話番号、暗証番号等加入者が電話投票加入者申し

込み時に届いた事項を電話投票業務のために保有、利用すること。
（2）電話投票業務に必要な加入者の口座番号、預金残高等の投票用口

座に関する事項を指定銀行から収集し保有、利用すること。
（3）車券購入履歴、購入内容等加入者の電話投票利用状況を収集、保

有すること。
（4）加入者番号、住所、氏名等を振興協会、施行者、小型自動車競走

振興法人等が行うサービス業務及びマーケティング業務に利用す
ること。

（5）前各号を実施するため必要な保護処置を施した上で第三者に業務
を委託すること。

（6）法令により、振興協会が加入者の個人情報を提供すること。

（欠格事由の届出）
第 21 条　加入者が次の各号の一に該当したときは、その旨をただちに書面

によって振興協会に届出なければなりません。
（1）成年被後見人・被保佐人又は破産者となったとき。
（2）小型自動車競走法に違反して罰金以上の刑に処せられたとき。
（3）小型自動車競走に関する政府職員又は施行者の職員となったとき。
（4）小型自動車競走振興法人及び小型自動車競走実施法人の役職員若

しくは小型自動車競走の選手となったとき。
（5）前第 3号及び第 4号に掲げる者を除き、本約定により振興協会が

電話投票を実施する小型自動車競走場の入場料の徴収、車券の発
売、払戻金及び返還金の交付、小型自動車競走場内の整理及び警備、
その他の事務に従事する者となったとき。

（解　　約）
第 22 条　振興協会は、加入者より解約の申請があったとき、又は加入者

が次の各号の一に該当したときは、この契約は、解約します。ただし、
振興協会に対する解約の申請は、書面によるものとします。
（1）加入申込書又は添付書類に記載された事項が真実でなかったこと

が発見されたとき。
（2）振興協会が指定した日までに第 1条及び第 2条に定める手続きを

完了しなかったとき。
（3）前条各号に掲げる事由の一に該当したとき。
（4）小型自動車競走法違反に該当する行為があったとき。
（5）1年間を通じて購入申込みがなかったとき。
（6）投票用口座を解約したとき。
（7）その他、振興協会が必要と認めたとき。
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